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結論
専門学校・短大専攻科 。大学の助産師教育を比較すると、実習単位 。実習数週において
専門学校>短大専攻科>大学の順に少なく、大学では平均で規定の8単位を満たしてい
ない。実習単位の不足は継続受け持ち実習を困難にし、分娩介助回数を減少させている。
今後、特に大学の助産実習時間を確保する必要がある。
全ての学生に 10例の分娩介助をさせて卒業させている大学は大学全体の 16.7%と少な
く、今後、短大専攻科・専門学校を含め、指定規則の「10回程度」が遵守されるように
教育機関および行政の努力が求められる。
分娩介助1例の扱いが各教育機関によって様々であり、 1例が実態の無いものになって
いる。自律した助産師養成に求められる分娩介助1例の定義を定める必要がある。
大学・短大専攻科・専門学校共に学校間の差が大きい。各学校の努力が必要である。
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